



















　Yoko Mizuki was one of the most active female, movie script and television scriptwriters in the 
postwar era of Japanese industry. In the midst of a male- dominated, nearly feudalistic movie industry, 
she was able to produce a signiﬁ cant number of hits written from a woman’s perspective. Attesting to 
this, her works were placed ﬁ rst in the Top Ten List of The Cinema Weekly ﬁ ve times in a ten-year 
period starting from 1950. She also left a legacy of stellar accomplishments in numerous other 
categories.
　In spite of the fact that most research to date has been based on her collaboration with various 
directors, there is very little research on her and her works alone. The primary focus of this thesis is 
on her association with the director, Tadashi Imai, with whom she produced most of her cinematic 
work.
　In particular, I will discuss her script and her works which I will call “Mizuki-ism”. The work was 
written in the thirteen-year time period following the Second World War in the Paciﬁ c and is staged 
in the North-East area of Japan. The discussion will be presented from the perspective of the scenario 


































































































































































































































































































































































































































































１ 私は ｢混血児｣ という表現は使いたくない。しかし、当時の日本では一般的に使われていた。
 また水木洋子も『キクとイサム』の中でこの言葉を用いているので、本稿の中ではオリジナルを尊
重し、「」付けで使用する。
２ シナリオ作家協会 出版委員会　編『水木洋子　人とシナリオ／ ｢キクとイサム｣』シナリオ作家協
会　1995年の P.424を参照
３ 実際に放映された映画の中ではキクの年齢は 12歳とされているが、当初の水木の脚本では 11歳設
定だった。
 シナリオ作家協会 出版委員会　編　前掲書　シーン 1より












９ 水木洋子 『水木洋子集 日本シナリオ文学全集・9』理論社 1956年シーン 29を参照
10 キク ｢ヒエの飯食ってると美人になるつッて婆ちゃん云ったべ。色白くなるつッて……｣
 シナリオ作家協会　出版委員会　編　前掲書 シーン 34より
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11 シナリオ作家協会　出版委員会 編　前掲書　シーン 29より
12 シナリオ作家協会　出版委員会 編　前掲書　シーン 29より
13 シナリオ作家協会　出版委員会 編　前掲書　シーン 29より
14 シナリオ作家協会　出版委員会 編　前掲書　シーン 29より
15 シナリオ作家協会　出版委員会 編　前掲書　シーン 30より
16 シナリオ作家協会　出版委員会 編　前掲書　シーン 34より
17 彼女たちはシーン 42の中で次のような会話をしている。
 　ミコ　　｢ その子についてはよろしいか、西の山から谷底見れば、瓜やナズビの花ざかりつウお言
葉でやンす｣
 　かつ　　｢やっぱり尼寺だ、うん……｣
 　きみえ　｢どうして？｣
 　かつ　　｢西の山だべ尼寺は……段々畑ア瓜や茄子ビ見下ろしてるだべ。やっぱり尼寺だ｣
 シナリオ作家協会　出版委員会　編　前掲書　シーン 42より
18 シナリオ作家協会　出版委員会　編　前掲書　シーン 40より
19 シナリオ作家協会　出版委員会　編　前掲書　シーン 9より
20 シナリオ作家協会　出版委員会　編　前掲書　シーン 13より
21 呼び込みの男 ｢あっちで立ってくれ、あっちへ行って……ここに立たれると商売になんねえから
……｣
 シナリオ作家協会　出版委員会　編　前掲書　シーン 32より
22 シナリオ作家協会　出版委員会　編　前掲書　シーン 32より
23 シナリオ作家協会　出版委員会　編　前掲書　シーン 32より
24 シナリオ作家協会　出版委員会　編　前掲書　シーン 45を参照
25 シナリオ作家協会　出版委員会　編　前掲書　シーン 34を参照
26 同上
27 同上
28 シナリオ作家協会　出版委員会　編　前掲書　シーン 37を参照
29 同上
30 シナリオ作家協会　出版委員会　編　前掲書　シーン 43を参照
31 シナリオ作家協会　出版委員会　編　前掲書　シーン 45を参照
32 同上
33 シナリオ作家協会　出版委員会　編　前掲書　シーン 34を参照
34 シナリオ作家協会　出版委員会　編　前掲書　シーン 45を参照
35 シナリオ作家協会　出版委員会　編　前掲書　シーン 50を参照
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